
(57)【要約】

【課題】本発明は、ＥＳＴ（十二指腸乳頭括約筋切除術

）の安全性および操作性の向上を図ることができる高周

波切開具を提供することを最も主要な特徴とする。

【解決手段】内視鏡２を通して体内に挿入される可撓性

挿入部３と、挿入部３に設けられた２つのスリット（開

口部）７ａ，７ｂと、前記挿入部３内に進退自在に配置

されたナイフワイヤ（操作ワイヤ）６と、前記ナイフワ

イヤ６の遠位端に設けられ、前記スリット７ａ，７ｂか

ら前記挿入部３の外部に延出された切開部（ナイフ部）

９と、前記切開部９の一部と前記ナイフワイヤ６を覆う

フッ素系樹脂からなるコーティング（絶縁被覆）１１と

、からなる高周波切開具である。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 に 設 け ら れ た 開 口 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 内 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 挿 入 部 の 外 部 に 延 出 さ れ た ナ
イ フ 部 と 、
　 前 記 ナ イ フ 部 の 一 部 と 前 記 操 作 ワ イ ヤ を 覆 う フ ッ 素 系 樹 脂 か ら な る 絶 縁 被 覆 と 、
　 か ら な る 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の ル ー メ ン と 第 ２ の ル ー メ ン と を 有 し 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 挿 入
部 と 、
　 前 記 第 １ の ル ー メ ン に 設 け ら れ た 開 口 部 と 、
　 前 記 第 １ の ル ー メ ン 内 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 挿 入 部 の 外 部 に 延 出 さ れ た ナ
イ フ 部 と 、
　 前 記 ナ イ フ 部 の 一 部 を 覆 う 絶 縁 被 覆 と 、
か ら な る 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 に 設 け ら れ た 開 口 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 内 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 挿 入 部 の 外 部 に 延 出 さ れ た ナ
イ フ 部 と 、
　 前 記 ナ イ フ 部 の 一 部 を 覆 い 、 前 記 ナ イ フ 部 と 異 な る 色 を 有 し た 絶 縁 被 覆 と 、
か ら な る 高 周 波 切 開 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ 、 患 部 の 高 周 波 切 開 を 行 な う 高 周 波 切 開 具 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 一 種 と し て 細 長 い 可 撓 性 の
チ ュ ー ブ 等 の 挿 入 部 の 先 端 部 に 導 電 性 の ナ イ フ ワ イ ヤ が 露 出 さ れ 、 こ の ナ イ フ ワ イ ヤ に 高
周 波 が 通 電 さ れ て 患 部 の 切 開 が 行 な わ れ る 構 成 の も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 種 の 内 視 鏡 用
処 置 具 と し て 例 え ば 特 許 文 献 １ や 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 特 許 文 献 １ に は 処 置 具 本 体 が 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ る 外 套 シ ー ス を 設 け ら れ て い
る 。 そ し て 、 外 套 シ ー ス を 処 置 具 本 体 に 対 し て 軸 方 向 に 進 退 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 外 套
シ ー ス の 外 部 に 露 出 さ れ て い る ナ イ フ ワ イ ヤ の 長 さ を 変 化 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 挿 入 部 の 先 端 部 に 露 出 さ れ て い る 導 電 性 の ナ イ フ ワ イ ヤ の 表 面 に
導 電 性 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） を コ ー テ ィ ン グ し た 構 成 が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ７ ６ ９ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ３ ０ ７ ０ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 ナ イ フ ワ イ ヤ を 使 用 し て 例 え ば Ｅ Ｓ Ｔ （ 十 二 指 腸 乳 頭 括 約 筋 切 除 術 ） を 行 う
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場 合 に は 次 の よ う な 操 作 が 行 わ れ る 。 予 め 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端
部 を 乳 頭 に 近 づ け た 状 態 に セ ッ ト し た 後 、 こ の 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 内
視 鏡 用 処 置 具 の 挿 入 部 が 体 内 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 の 鉗 子 口 を 介 し て 内 視 鏡 の 外
部 側 に 突 出 さ れ た 処 置 具 の 挿 入 部 の 先 端 部 が 経 乳 頭 的 に 胆 管 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、
ナ イ フ ワ イ ヤ に 高 周 波 電 流 が 通 電 さ れ て 乳 頭 括 約 筋 が 切 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 処 置 具 で 上 記 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 う 際 、 ナ イ フ ワ イ ヤ に 内 視 鏡 の 本 体 や 、 乳
頭 周 辺 組 織 が 接 触 し て い る 場 合 に は 、 こ れ を 防 ぐ 為 に 内 視 鏡 の 映 像 を 見 な が ら 、 外 套 シ ー
ス を 動 か す 操 作 が 必 要 と な る 。 し か し な が ら 、 処 置 具 本 体 の チ ュ ー ブ の 先 端 が 経 乳 頭 的 に
胆 管 に 挿 入 さ れ て い る 状 態 で 外 套 シ ー ス を 動 か す 操 作 を 行 う こ と に な る の で 、 外 套 シ ー ス
を 動 か す 操 作 を 行 う 際 に 処 置 具 本 体 の チ ュ ー ブ が 胆 管 お よ び 乳 頭 か ら 抜 け て し ま う 可 能 性
を 高 め る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 乳 頭 部 付 近 の 形 状 で 、 例 え ば 、 憩 室 症 例 等 で は 乳 頭 部 が そ の 周 辺 組 織 よ り も 奥 ま
っ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る の で 、 内 視 鏡 の 本 体 が ど う し て も 乳 頭 に 近 づ け な い 場 合 が あ る
。 こ の よ う な 症 例 で は 、 胆 管 の 走 行 方 向 と 、 処 置 具 本 体 の チ ュ ー ブ お よ び ナ イ フ の 向 き を
合 せ る 為 に 、 長 い ナ イ フ 長 が 有 利 に な る 場 合 が あ る が 、 上 記 特 許 文 献 １ の 処 置 具 で は ナ イ
フ ワ イ ヤ の 手 元 側 で 目 的 部 で は な い 乳 頭 周 辺 組 織 を 損 傷 す る お そ れ が あ る 。 さ ら に 、 こ の
状 態 で は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ が 多 く の 生 体 組 織 に 接 触 し て い る 為 、 目 的 部 位 で の 電 流 密 度 が 低
く な り 、 乳 頭 切 開 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 １ の 処 置 具 で は 処 置 具 本 体 の チ ュ ー ブ 先 端 の 向 き や 形 状 を 操 作 ワ イ
ヤ を 用 い て 操 作 す る 手 段 が 紹 介 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 記 外 套 シ ー ス の 操 作 や 、 ナ
イ フ ワ イ ヤ の 操 作 に 加 え 、 処 置 具 本 体 の チ ュ ー ブ 先 端 の 向 き を 変 え る 為 の 操 作 ワ イ ヤ を 同
時 に 操 作 す る 事 は 、 非 常 に 難 し い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 処 置 具 で は ナ イ フ ワ イ ヤ の 接 触 組 織 へ の 付 着 防 止 は 可 能 で あ る が 、
ナ イ フ ワ イ ヤ を 目 的 部 位 以 外 の 生 体 組 織 に 接 触 さ せ る こ と を 防 止 す る こ と は 不 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 Ｅ Ｓ Ｔ （ 十 二 指 腸 乳 頭 括 約
筋 切 除 術 ） の 安 全 性 お よ び 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 高 周 波 切 開 具 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 に 設
け ら れ た 開 口 部 と 、 前 記 挿 入 部 内 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ
の 遠 位 端 に 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 挿 入 部 の 外 部 に 延 出 さ れ た ナ イ フ 部 と 、 前 記 ナ
イ フ 部 の 一 部 と 前 記 操 作 ワ イ ヤ を 覆 う フ ッ 素 系 樹 脂 か ら な る 絶 縁 被 覆 と 、 か ら な る 高 周 波
切 開 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 第 １ の ル ー メ ン と 第 ２ の ル ー メ ン と を 有 し 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿
入 さ れ る 可 撓 性 挿 入 部 と 、 前 記 第 １ の ル ー メ ン に 設 け ら れ た 開 口 部 と 、 前 記 第 １ の ル ー メ
ン 内 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 設 け ら れ 、 前 記 開
口 部 か ら 前 記 挿 入 部 の 外 部 に 延 出 さ れ た ナ イ フ 部 と 、 前 記 ナ イ フ 部 の 一 部 を 覆 う 絶 縁 被 覆
と 、 か ら な る 高 周 波 切 開 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 に 設
け ら れ た 開 口 部 と 、 前 記 挿 入 部 内 に 進 退 自 在 に 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ
の 遠 位 端 に 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 か ら 前 記 挿 入 部 の 外 部 に 延 出 さ れ た ナ イ フ 部 と 、 前 記 ナ
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イ フ 部 の 一 部 を 覆 い 、 前 記 ナ イ フ 部 と 異 な る 色 を 有 し た 絶 縁 被 覆 と 、 か ら な る 高 周 波 切 開
具 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｅ Ｓ Ｔ （ 十 二 指 腸 乳 頭 括 約 筋 切 除 術 ） の 安 全 性 お よ び 操 作 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） 乃 至 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ に は 内 視 鏡 ２ （ 図 ５ 参 照 ） を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ る 細
長 い 挿 入 部 ３ と 、 こ の 挿 入 部 ３ の 基 端 部 に 連 結 さ れ た 手 元 側 の 操 作 部 ４ と が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 処 置 具 １ の 挿 入 部 ３ の 本 体 ３ ａ は 図 ２ に 示 す よ う に １ つ の チ ュ ー ブ 内 に ３ つ の ル
ー メ ン ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ を 有 し た ３ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、
３ ル ー メ ン チ ュ ー ブ 内 の ３ つ の ル ー メ ン 、 す な わ ち 第 １ の ル ー メ ン ５ ａ 、 第 ２ の ル ー メ ン
５ ｂ 、 第 ３ の ル ー メ ン ５ ｃ は そ れ ぞ れ ル ー メ ン 径 （ 内 径 寸 法 ） が 異 な る 大 き さ に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 第 １ の ル ー メ ン ５ ａ の ル ー メ ン 径 ｄ １ と 、 第 ２ の ル ー メ ン ５ ｂ
の ル ー メ ン 径 ｄ ２ と 、 第 ３ の ル ー メ ン ５ ｃ の ル ー メ ン 径 ｄ ３ と は ｄ １ ＜ ｄ ３ ＜ ｄ ２ の 関 係
に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 ル ー メ ン 径 が 最 も 小 さ い 第 １ の ル ー メ ン ５ ａ に は 後 述 す る 導
電 性 の ナ イ フ ワ イ ヤ （ 操 作 ワ イ ヤ ） ６ が 挿 通 さ れ て い る 。 た だ し 、 挿 入 部 本 体 ３ ａ は 上 記
３ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に 限 定 す る も の で は な く 、 １ つ 以 上 の ル ー メ ン ５ を 有 す る チ ュ ー ブ で
あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 先 端 部 に は 基 端 部 側 の 大 径 部 ３ ａ １ よ
り も 外 径 寸 法 が 小 さ い 細 径 部 ３ ａ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 外 径 寸 法
は 全 長 で 同 じ 径 、 も し く は な だ ら か な テ ー パ ー を 有 し て い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 本 体 ３ ａ に お け る 細 径 部 ３ ａ ２ の 先 端 部 に は ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 一 部 が 露
出 さ れ て い る 。 こ こ で 、 細 径 部 ３ ａ ２ の 先 端 部 に は 図 ３ に 示 す よ う に 前 後 に 離 間 し て 配 置
さ れ た ２ つ の ス リ ッ ト （ 開 口 部 ） ７ ａ ， ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の ル ー メ ン
５ ａ 内 に 挿 通 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 先 端 部 は 前 後 の ス リ ッ ト ７ ａ ， ７ ｂ を 通 し て 外 部 側
に 露 出 さ れ 、 前 後 の ス リ ッ ト ７ ａ ， ７ ｂ 間 で 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 外 部 側 に 露 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 先 端 部 に は 係 止 具 で あ る ナ イ フ チ ッ プ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 そ
し て 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 先 端 部 は ナ イ フ チ ッ プ ８ が 前 方 の ス リ ッ ト ７ ａ を 通 し て 第 １ の ル
ー メ ン ５ ａ 内 に 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 ナ イ フ チ ッ プ ８ の 固 定 位 置 は こ れ に 限
定 す る も の で は 無 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 挿 入 部 ３ の 先 端 部 に 露 出 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 全 長 Ｙ
の 露 出 部 に は 先 端 か ら ５ ～ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 Ｘ に 絶 縁 さ れ て い な い 切 開 部 （ ナ イ フ 部 ） ９ が
形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 に お け る 切 開 部 ９ を 除 い た 部 分 に は 絶
縁 さ れ て い る 絶 縁 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 絶 縁 部 １ ０ は ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の ワ イ ヤ 素 線 の 外 周 面 に 絶 縁 を 目 的 と し た Ｐ Ｆ Ａ の フ
ッ 素 系 樹 脂 の コ ー テ ィ ン グ （ 絶 縁 被 覆 ） １ １ が 施 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 コ ー テ ィ
ン グ １ １ は 上 記 フ ッ 素 系 樹 脂 に 限 定 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 ポ リ 四 フ ッ 化 エ チ レ ン （
Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 六 フ ッ 化 プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ
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オ レ フ ィ ン 、 ポ リ ア ミ ド 、 塩 化 ビ ニ ー ル 、 ラ テ ッ ク ス 、 天 然 ゴ ム 、 ポ リ サ ル フ ォ ン 、 ポ リ
フ ェ ニ ル サ ル フ ォ ン 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 、 Ｐ Ｏ Ｍ 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 Ａ Ｂ
Ｓ 等 の 樹 脂 や 、 そ れ ら の 合 成 樹 脂 材 料 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ の ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 に お け る 切 開 部 ９ に 高 周 波 が 通 電 さ れ て 患 部 の 生
体 組 織 の 切 開 が 行 な わ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 に お け る 切
開 部 ９ と 絶 縁 部 １ ０ の コ ー テ ィ ン グ １ １ と の 識 別 が 可 能 な 様 に 、 コ ー テ ィ ン グ １ １ に 青 、
白 、 緑 等 の 色 を 付 け る 構 成 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 基 端 部 は 挿 入 部 ３ 内 の 第 １ の ル ー メ ン ５ ａ 内 を 通 り 、 操 作 部 ４
側 に 延 出 さ れ て い る 。 図 １ （ Ｂ ） は 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 操 作 部 ４ を 示 す も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 操 作 部 ４ に は 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 略 棒 状 の 本 体 １ ２ と 、 こ の 本 体 １ ２ に 沿 っ て
軸 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な ス ラ イ ダ １ ３ と が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 操 作 部 ４ の 本 体 １ ２
に は ス ラ イ ダ １ ３ の 移 動 量 を 確 認 で き る 指 標 と な る 目 盛 １ ４ が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ダ １ ３ に は ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 基 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の ス ラ
イ ダ １ ３ を 後 端 側 に 引 張 り 操 作 す る こ と に よ り 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ を 牽 引 す る こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ４ は 挿 入 部 ３ の 基 端 部 と 操 作 部 ４ と の 接 続 方 法 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。 こ こ
で 、 操 作 部 ４ に お け る 挿 入 部 ３ と の 連 結 端 部 に は オ サ エ 部 材 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
オ サ エ 部 材 １ ５ に は シ ン グ ル ル ー メ ン か ら な る 連 結 チ ュ ー ブ １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 ３ と 操 作 部 ４ と の 連 結 部 に は 熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 そ
し て 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ７ の 内 部 に 挿 入 部 ３ の 本 体 ３ ａ （ ３ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ） の 基 端 部
と 連 結 チ ュ ー ブ １ ６ の 先 端 部 と が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 突 き 合 わ さ れ た 状 態 で 、 こ の 熱 収 縮
チ ュ ー ブ １ ７ の 熱 収 縮 に よ っ て 両 者 が 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ７ は 接 着
剤 付 の も の で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ３ の 基 端 部 に お け る 操 作 部 ４ と の 連 結 部 の 近 傍 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ コ ッ ク
１ ８ 、 送 液 コ ッ ク １ ９ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ コ ッ ク １ ８ は 第
２ の ル ー メ ン ５ ｂ に 、 送 液 コ ッ ク １ ９ は 第 ３ の ル ー メ ン ５ ｃ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
こ れ ら の ガ イ ド ワ イ ヤ コ ッ ク １ ８ お よ び 送 液 コ ッ ク １ ９ は そ れ ぞ れ 熱 収 縮 チ ュ ー ブ １ ７ に
よ っ て 挿 入 部 ３ の 基 端 部 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 ガ イ ド ワ イ ヤ コ ッ ク １ ８ の 外 周 面 上 お よ び 送 液 コ ッ ク １ ９ の 外 周 面 上 に は 、 そ れ
ぞ れ の 種 類 を 見 分 け る 事 が で き る 様 に 、 文 字 も し く は イ ラ ス ト が 書 い て あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ を 使
用 し て 例 え ば Ｅ Ｓ Ｔ （ 十 二 指 腸 乳 頭 括 約 筋 切 除 術 ） を 行 っ て い る 状 態 を 示 す も の で あ る 。
な お 、 図 ５ 中 で 、 Ｈ １ は 胆 管 、 Ｈ ２ は 膵 管 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の Ｅ Ｓ Ｔ の 処 置 を 行 う 場 合 に は 次 の よ う な 操 作 が 行 わ れ る 。 予 め 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ
れ た 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 の 先 端 部 を 乳 頭 部 Ｈ ３ に 近 づ け た 状 態 に セ ッ ト し た 後 、 こ の 内 視 鏡
２ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 ３ が 体 内 に 挿 入 さ れ る 。 そ
し て 、 内 視 鏡 ２ の 鉗 子 口 を 介 し て 内 視 鏡 ２ の 外 部 側 に 突 出 さ れ た 処 置 具 １ の 挿 入 部 ３ の 先
端 部 が 経 乳 頭 的 に 胆 管 Ｈ １ に 挿 入 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 切 開 部 ９ の み に
高 周 波 電 流 が 通 電 さ れ て 乳 頭 括 約 筋 が 切 除 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ こ で 、 上 記 構 成 の も の に あ っ て は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 で は 内
視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 ３ の 先 端 部 に 露 出 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 に お け る 先 端 か
ら ５ ～ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に 絶 縁 さ れ て い な い 切 開 部 ９ を 設 け 、 こ の 切 開 部 ９ を 除 い た 部 分 に
絶 縁 さ れ て い る 絶 縁 部 １ ０ を 設 け た の で 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ を 使 用 し て Ｅ Ｓ Ｔ の 処 置 を 行
う 場 合 に 挿 入 部 ３ の 先 端 部 に 露 出 さ れ た ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 全 長 Ｙ の 露 出 部 の う ち 先 端 か ら
５ ～ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 Ｘ の 切 開 部 ９ の み に 高 周 波 電 流 が 流 れ 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 に お
け る 切 開 部 ９ を 除 い た 部 分 の 絶 縁 部 １ ０ に は 高 周 波 電 流 が 流 れ な い 状 態 で 保 持 さ れ る 。 そ
の た め 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 上 で 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 の 先 端 か ら ５ ～ １ ５ ｍ ｍ
の 範 囲 Ｘ の み に 部 分 的 に 切 開 可 能 な ナ イ フ の 機 能 を 持 た せ る こ と が で き る の で 、 Ｅ Ｓ Ｔ に
お い て 、 乳 頭 部 Ｈ ３ の 厚 み 分 の み を 切 開 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 乳 頭 周 辺 組 織 お よ び 内
視 鏡 ２ へ の 損 傷 を 極 限 ま で 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 従 来 の Ｅ Ｓ Ｔ 困 難 例
に 対 し て も 、 安 全 性 か つ 確 実 に Ｅ Ｓ Ｔ が 可 能 で あ り 、 ま た 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 ３
の 経 乳 頭 的 胆 管 挿 入 性 能 の 向 上 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 の 切 開 部 ９ の ナ イ フ 機 能 部 分 は 長 さ が 短 く 、 生 体 組 織 に
接 触 す る 部 分 が 小 さ く な る た め に 、 高 周 波 電 流 の 電 流 密 度 が 高 く な り 、 確 実 に 切 開 を 行 う
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 上 の コ ー テ ィ ン グ １ １ の 端 面 を 指 標 に す る こ と に よ り 、
容 易 に 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 乳 頭 部 Ｈ ３ へ の 挿 入 深 さ を 測 る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 通 常 、 人 の 乳 頭 括 約 筋 の 厚 さ は １ ０ ｍ ｍ 前 後 で あ り 、 大 切 開 （ 乳 頭 を 穴 径 方 向 に
大 き く 切 る ） や 、 小 切 開 （ 乳 頭 を 穴 径 方 向 に 小 さ く 切 る ） の 切 開 方 法 を 考 慮 し て も 、 ナ イ
フ の 機 能 は ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 の 先 端 の ５ ～ １ ５ ｍ ｍ 程 度 あ れ ば 良 い 。 し か し な が ら
、 Ｅ Ｓ Ｔ を 行 う 場 合 に は 、 胆 管 Ｈ １ の 走 行 方 向 と ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 位 置 を 合 せ る 為 に 、 処
置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 外 側 に 露 出 さ れ る ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 の 長 さ は ２ ０ ｍ ｍ ～
３ ５ ｍ ｍ 程 度 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 部 の 長 さ が 短 か い 場 合 に は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ を 牽 引 し て
図 ５ に 示 す よ う に 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 先 端 部 を 弓 状 に 湾 曲 さ せ た 場 合 の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 先
端 部 の 屈 曲 が き つ く （ 大 き く ） な り 、 胆 管 Ｈ １ と の 走 行 方 向 に そ ぐ わ な い 形 状 に な る 。 し
か し 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 露 出 長 が 長 い ほ ど 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 手 元 側 で 目 的 部 位 以 外 の 生
体 組 織 を 損 傷 し た り 、 内 視 鏡 ２ に 接 触 し 、 内 視 鏡 ２ を 損 傷 さ せ た り す る 危 険 性 が 増 し て し
ま う 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 ナ イ フ ワ イ ヤ ６ の 手 元 部 が 目 的 部 位 以 外 の 生 体 組 織 に 接 し て い
る 状 態 で は 、 目 的 部 位 で の 高 周 波 電 流 の 電 流 密 度 が 低 下 す る 為 に 、 う ま く 切 開 で き な い 事
も 起 こ り う る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 の 構 成 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ に よ れ ば 、 上 記 の 危 険 を 防 ぐ こ と が で
き る の で 、 安 全 に 確 実 に Ｅ Ｓ Ｔ を 行 う こ と が で き 、 特 に 経 験 が 乏 し い ド ク タ ー に と っ て も
、 安 心 し て Ｅ Ｓ Ｔ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ６ 乃 至 図 ８ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で あ る 。 本
実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施 の 形 態 （ 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） 乃 至 図 ５ 参 照 ） の 内 視 鏡 用 処 置 具 １
に 組 合 わ せ て 使 用 さ れ る 略 ワ イ ヤ 状 の プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト （ 芯 金 ） ２ １ を 設 け た も の
で あ る 。 こ の プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ に は 図 ７ に 示 す よ う に 曲 率 半 径 が 異 な る ２ つ の
湾 曲 （ Ｒ ） 部 ２ ２ ， ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ の 先 端 側 に は 第 １ の 湾 曲 部 ２ ２ 、 後 端 側 に 第 ２ の
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湾 曲 部 ２ ３ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の 湾 曲 部 ２ ２ は 半 径 ｒ １ が 例 え ば ２
０ ± ５ ｍ ｍ 、 開 き 角 度 θ １ が ２ １ ０ ± ２ ０ ゜ 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ の 湾 曲
部 ２ ３ は 半 径 ｒ ２ が 例 え ば ６ ０ ± １ ０ ｍ ｍ 、 開 き 角 度 θ ２ が １ ２ ０ ± ２ ０ ゜ 程 度 に 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 の プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ に は 第 １ の 湾 曲 部 ２ ２ の 先 端 部 に
湾 曲 の 内 方 向 に 向 け て 略 直 角 に 屈 曲 さ れ た 屈 曲 部 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 屈 曲 部 ２ ４
の 長 さ Ｌ は 例 え ば ５ ± １ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １
の 外 径 寸 法 と 、 こ の プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ が 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部
本 体 ３ ａ の ル ー メ ン ５ の 内 径 寸 法 と の 差 （ 隙 間 ） は ０ ． ３ ｍ ｍ 以 下 程 度 に 設 定 さ れ て い る
。 な お 、 本 実 施 の 形 態 の プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ は ス テ ン レ ス 等 の 金 属 材 料 や 樹 脂 材
料 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 使 用 時 に
は 図 ６ に 示 す よ う に 挿 入 部 本 体 ３ ａ の ル ー メ ン ５ 内 に プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ が 一 定
時 間 挿 入 さ れ る 。 こ の と き 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の ル ー メ ン ５ 内 に プ リ カ
ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ を 一 定 時 間 挿 入 す る こ と で 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ に
プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ の 形 状 に 合 わ せ た 曲 り 癖 、 す な わ ち プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト
２ １ の 先 端 側 の 第 １ の 湾 曲 部 ２ ２ お よ び 後 端 側 の 第 ２ の 湾 曲 部 ２ ３ の そ れ ぞ れ の 形 状 に 合
わ せ た ２ つ の 湾 曲 形 状 の 曲 り 癖 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ を つ け る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ に ２ つ の 異 な っ た 湾
曲 形 状 の 曲 り 癖 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ を 形 成 す る こ と が で き る の で 、 図 ８ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に 示 す
よ う に 内 視 鏡 ２ の 先 端 か ら 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ を 突 出 さ せ る 長 さ を 調 節 す
る こ と に よ り 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 先 端 が 向 く 方 向 お よ び 内 視 鏡 用 処 置
具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 形 状 を 様 々 に 調 節 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 い ろ い ろ な 形 状
を 持 つ 乳 頭 開 口 部 や 、 胆 管 形 状 に 適 し た 形 に 合 わ せ る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 図 ８ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 挿 入 部 ３ よ り プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ５ を 抜 い た 状 態 で
、 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ を 使 用 し て Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ て い る 状 態 を 示 す も の で あ る
。 こ こ で 、 図 ８ （ Ａ ） は 一 般 的 な 乳 頭 形 状 の 症 例 に お け る 乳 頭 部 Ｈ ３ へ の 内 視 鏡 用 処 置 具
１ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の ア プ ロ ー チ 方 法 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 図 ８ （ Ｂ ） は 乳 頭 部 Ｈ ３ の 上 部 が 垂 れ 下 が っ て い る 様 な 症 例 に お け る 乳 頭 部 Ｈ ３
へ の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の ア プ ロ ー チ 方 法 を 示 す 。 さ ら に 、 図 ８ （ Ｃ ） は
憩 室 症 例 等 の よ う に 内 視 鏡 ２ が 乳 頭 部 Ｈ ３ に 近 づ け な い 症 例 に お け る 乳 頭 部 Ｈ ３ へ の 内 視
鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の ア プ ロ ー チ 方 法 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ こ で 、 上 記 構 成 の も の に あ っ て は 、 特 に 熱 処 理 な ど を 必 要 と せ ず に 内 視 鏡 用 処 置 具 １
の 挿 入 部 本 体 ３ ａ に 容 易 に プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト ２ １ の 第 １ の 湾 曲 部 ２ ２ お よ び 後 端 側
の 第 ２ の 湾 曲 部 ２ ３ の そ れ ぞ れ の 形 状 に 合 わ せ た ２ つ の 湾 曲 形 状 の 曲 り 癖 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ
を つ け る 事 が で き る 。 ま た 、 ２ つ の 異 な っ た 湾 曲 形 状 の 曲 り 癖 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ に よ り 内 視
鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ が 内 視 鏡 ２ か ら 突 出 さ せ た 時 の 角 度 お よ び 形 状 を 調 節 で き
る た め 、 内 視 鏡 ２ お よ び 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の ア プ ロ ー チ が 難 し い 症 例 、
例 え ば 、 乳 頭 上 部 が 垂 れ 下 が っ て い る 症 例 や 、 傍 乳 頭 憩 室 症 例 等 の 様 に 乳 頭 部 Ｈ ３ に 内 視
鏡 ２ が 近 づ け な い 症 例 等 、 多 く の 症 例 に 対 し て 、 乳 頭 部 Ｈ ３ お よ び 胆 管 Ｈ １ へ の 内 視 鏡 用
処 置 具 １ の 挿 入 部 本 体 ３ ａ の 挿 入 性 能 が 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な
い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。 　
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　 次 に 、 本 出 願 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
　 （ 付 記 項 １ ） 　 高 周 波 に よ る 患 部 の 切 開 を 目 的 と し た ナ イ フ ワ イ ヤ を 有 す る 内 視 鏡 用 処
置 具 に お い て 、 ナ イ フ ワ イ ヤ の チ ュ ー ブ か ら 露 出 部 の 一 部 が 絶 縁 を 目 的 と し た 絶 縁 部 材 に
よ り 、 ナ イ フ ワ イ ヤ 露 出 部 先 端 か ら ５ ～ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 を 除 い て 絶 縁 さ れ て い る 内 視 鏡 用
処 置 具 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 付 記 項 ２ ） 　 絶 縁 部 材 に 絶 縁 性 能 の 高 い 材 質 に よ る コ ー テ ィ ン グ 、 チ ュ ー ビ ン グ 等 を
用 い た 、 付 記 項 １ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 付 記 項 ３ ） 　 絶 縁 部 材 に Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｐ Ｆ Ａ 、 Ｆ Ｅ Ｐ 、 ポ リ イ ミ ド 等 の フ ッ 素 系 樹 脂 や
そ の 他 の 樹 脂 を 用 い た 、 付 記 項 １ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 付 記 項 ４ ） 　 絶 縁 部 材 の 色 に ナ イ フ ワ イ ヤ と の 識 別 が 容 易 な 色 を 用 い た 、 付 記 項 １ の
内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 付 記 項 ５ ） 　 絶 縁 部 材 の 色 に 体 腔 内 生 体 色 と の 識 別 が 容 易 な 色 を 用 い た 、 付 記 項 １ の
内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 付 記 項 ６ ） 　 絶 縁 部 材 の 色 に 、 青 、 白 、 緑 等 を 用 い た 、 付 記 項 ４ 、 ５ の 内 視 鏡 用 処 置
具 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 項 ７ ） 　 絶 縁 部 材 に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ 構 造 を 用 い た 、 付 記 項 １ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 項 ８ ） 　 絶 縁 部 の 外 径 が ナ イ フ ワ イ ヤ の 外 径 と 同 径 も し く は 近 接 し た 径 で あ る 、
付 記 項 １ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 項 ９ ） 　 膵 胆 分 野 で 、 特 に 経 乳 頭 的 に 胆 管 に 挿 入 し て 使 用 さ れ る チ ュ ー ブ を 有 し
た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 ２ つ の Ｒ 曲 線 （ 第 １ Ｒ ／ 半 径 ： ２ ０ ± ５ ｍ ｍ 、 角 度 ： ２ １ ０
± ２ ０ ゜ 、 第 ２ Ｒ ／ 半 径 ： ６ ０ ± １ ０ ｍ ｍ 、 角 度 ： １ ２ ０ ± ２ ０ ゜ ） を 有 し た 、 プ リ カ ー
ブ ス タ イ レ ッ ト （ 芯 金 ） に よ り 、 チ ュ ー ブ に 曲 り 癖 を 提 供 し て い る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 付 記 項 １ ０ ） 　 プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト の 素 材 に ス テ ン レ ス 、 ス チ ー ル 等 の 金 属 を 用
い た 、 付 記 項 ９ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 付 記 項 １ １ ） 　 プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト に 、 ニ チ ノ ー ル 等 の 形 状 記 憶 合 金 を 用 い た 、
付 記 項 ９ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 付 記 項 １ ２ ） 　 プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト に 、 硬 質 も し く は 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク を 用 い
た 、 付 記 項 ９ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 付 記 項 １ ３ ） 　 プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト の 外 径 と 、 チ ュ ー ブ の プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ
ト 挿 入 ル ー メ ン 内 径 の 差 （ 隙 間 ） が ０ ． ３ ｍ ｍ 以 下 の 、 付 記 項 ９ の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 付 記 項 １ ～ １ ３ の 従 来 技 術 ） 　 付 記 項 １ か ら １ ３ に 対 す る 従 来 技 術 に は 特 許 文 献 １ 、
さ ら に 付 記 項 １ か ら ８ に 対 す る 従 来 技 術 に は 特 許 文 献 ２ が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 付 記 項 １ ～ １ ３ が 解 決 し よ う と す る 課 題 ） 　 特 許 文 献 １ の 問 題 点 は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ に
ス コ ー プ 本 体 や 乳 頭 周 辺 組 織 が 接 触 し て い る 場 合 、 こ れ を 防 ぐ 為 に 内 視 鏡 の 映 像 を 見 な が
ら 、 外 套 シ ー ス を 動 か す と い う 操 作 が 必 要 と な る 。 こ の 操 作 を 行 う 場 合 、 チ ュ ー ブ 先 端 は
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経 乳 頭 的 に 胆 管 に 挿 入 さ れ て い る 状 態 で あ る が 、 そ の 状 態 で 外 套 シ ー ス を 動 か す こ と は 、
チ ュ ー ブ が 胆 管 お よ び 乳 頭 か ら 抜 け て し ま う 可 能 性 を 高 め る こ と に な る 。 ま た 、 乳 頭 部 付
近 の 形 状 で 、 例 え ば 、 憩 室 症 例 等 で は 乳 頭 部 が そ の 周 辺 組 織 よ り も 奥 ま っ た 位 置 に あ り 、
ス コ ー プ 本 体 が ど う し て も 乳 頭 に 近 づ け な い 場 合 が あ る 。 こ の 様 な 場 合 は 、 胆 管 の 走 行 と
、 チ ュ ー ブ お よ び ナ イ フ の 向 き を 合 せ る 為 に 、 長 い ナ イ フ 長 が 有 利 に な る 場 合 が あ る が 、
上 記 発 明 で は ナ イ フ ワ イ ヤ の 手 元 側 で 目 的 部 で は な い 乳 頭 周 辺 組 織 を 損 傷 す る 可 能 性 が 高
い 。 ま た 、 こ の 状 態 で は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ が 多 く の 組 織 に 接 触 し て い る 為 、 目 的 部 位 で の 電
流 密 度 が 低 く な り 、 乳 頭 切 開 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 上 記 発 明 で は チ ュ ー ブ 先 端 の 向 き や 形 状 を 操 作 ワ イ ヤ を 用 い て 操 作 す る 手 段 が 紹
介 さ れ て い る が 、 上 記 外 套 シ ー ス の 操 作 、 ナ イ フ ワ イ ヤ の 操 作 に 加 え 、 向 き を 変 え る 為 の
操 作 ワ イ ヤ を 同 時 に 操 作 す る 事 は 、 非 常 に 難 し い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ の 問 題 点 は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ の 接 触 組 織 へ の 付 着 防 止 は 可 能 で あ る が 、 目 的 部
位 以 外 の 接 触 に 対 し て は 防 止 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 付 記 項 １ ～ ８ の 目 的 ） 　 付 記 項 １ か ら ８ の 目 的 は 、 Ｅ Ｓ Ｔ の 安 全 性 お よ び 操 作 性 の 向
上 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ 付 記 項 ９ ～ １ ３ の 目 的 ） 　 付 記 項 ９ か ら １ ３ の 目 的 は 、 安 価 か つ 容 易 な 手 段 で 、 経 乳
頭 的 な 胆 管 へ の シ ー ス 挿 入 性 を 向 上 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ 付 記 項 １ ～ ８ の 作 用 ） 　 付 記 項 １ か ら ８ に か か る 作 用 は 、 ナ イ フ ワ イ ヤ 露 出 部 の 先 端
５ ～ １ ５ ｍ ｍ の み に 、 ナ イ フ 機 能 （ 切 開 可 能 ） を 持 た せ る 事 が 可 能 な た め 、 Ｅ Ｓ Ｔ に お い
て 、 乳 頭 部 の 厚 み 分 の み を 切 開 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 乳 頭 周 辺 組 織 お よ び ス コ ー プ へ
の 損 傷 を 極 限 ま で 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 ナ イ フ 機 能 部 分 が 短 く 、 組 織 に 接 触
す る 部 分 が 小 さ く な る た め に 、 電 流 密 度 が 高 く な り 、 確 実 に 切 開 を 行 う こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ 付 記 項 ９ ～ １ ３ の 作 用 ） 　 付 記 項 ９ か ら １ ３ に か か る 作 用 は 、 簡 単 に チ ュ ー ブ に プ リ
カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト 様 の 形 状 を つ け る 事 が で き 、 そ の チ ュ ー ブ の ２ つ の 異 な っ た Ｒ 形 状 に
よ り 、 ス コ ー プ 先 端 か ら チ ュ ー ブ を 出 す 長 さ を 調 節 す る こ と で 、 チ ュ ー ブ 先 端 の 向 く 方 向
お よ び 形 状 を 、 乳 頭 部 開 口 お よ び 胆 管 の 走 行 に 合 わ せ て 、 容 易 に 調 節 す る こ と が で き 、 胆
管 へ の チ ュ ー ブ 挿 入 を 容 易 に で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ 付 記 項 １ ～ １ ３ の 効 果 ） 　 本 発 明 に よ る と 、 従 来 の Ｅ Ｓ Ｔ 困 難 例 に 対 し て も 、 安 全 性
か つ 確 実 に Ｅ Ｓ Ｔ が 可 能 で あ り 、 ま た 、 チ ュ ー ブ の 経 乳 頭 的 胆 管 挿 入 性 能 の 向 上 が 可 能 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す も の で 、 （ Ａ ） は 内 視 鏡 用 処 置 具 の 挿 入 部 の 先
端 部 を 示 す 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 内 視 鏡 用 処 置 具 の 操 作 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お け る 挿 入 部 の チ ュ ー ブ の 横 断 面 図 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お け る 挿 入 部 の チ ュ ー ブ の 先 端 部 を 示 す 要
部 の 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お け る 挿 入 部 の チ ュ ー ブ と 操 作 部 と の 接 続
部 を 説 明 す る た め の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 使 用 し て Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ て い る 状 態 を 説 明 す
る た め の 説 明 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お け る 挿 入 部 の 先 端 部 の 外 観 を 示
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す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お け る プ リ カ ー ブ ス タ イ レ ッ ト を 示 す 側 面
図 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 使 用 し て Ｅ Ｓ Ｔ を 行 っ て い る 状 態 を 示 す も
の で 、 （ Ａ ） は 一 般 的 な 乳 頭 形 状 の 症 例 に お け る 乳 頭 部 へ の 内 視 鏡 用 処 置 具 の ア プ ロ ー チ
方 法 を 示 す 説 明 図 、 （ Ｂ ） は 乳 頭 上 部 が 垂 れ 下 が っ て い る 様 な 症 例 に お け る 乳 頭 部 へ の 内
視 鏡 用 処 置 具 の ア プ ロ ー チ 方 法 を 示 す 説 明 図 、 （ Ｃ ） は 憩 室 症 例 等 ス コ ー プ が 乳 頭 に 近 づ
け な い 症 例 に お け る 乳 頭 部 へ の 内 視 鏡 用 処 置 具 の プ ロ ー チ 方 法 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 　 ２ … 内 視 鏡 、 ３ … 挿 入 部 、 ６ … ナ イ フ ワ イ ヤ （ 操 作 ワ イ ヤ ） 、 ７ ａ ， ７ ｂ … ス リ ッ ト
（ 開 口 部 ） 、 ９ … 切 開 部 （ ナ イ フ 部 ） 、 １ ０ … 絶 縁 部 、 １ １ … コ ー テ ィ ン グ （ 絶 縁 被 覆 ）
。
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【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】
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